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『
平
家
物
語
』
国
語
教
育
の
一
側
面
（
４
）

│
池
月
・
磨
墨　

伝
説
の
広
が
り
と
魅
力
│武　

田　

昌　

憲

　
　
　

は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
と
い
う
軍
記
物
語
世
界
、
ま
た
伝
承
世
界
を

視
野
に
入
れ
た
裾
野
の
広
さ
の
一
つ
と
し
て
「
馬
」
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

　
『
平
家
物
語
』
の
中
で
、
那
須
与
一
や
木
曽
義
仲
の
伝
承
・

伝
説
の
類
い
は
一
族
や
関
係
者
に
よ
っ
て
広
く
伝
播
す
る
が
、

「
馬
」
の
場
合
は
我
が
国
の
伝
説
の
中
で
も
特
異
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

軍
記
物
語
の
中
で
、
武
士
が
主
人
公
と
な
り
、
弓
馬
の
道

を
究
め
た
こ
と
か
ら
、「
馬
」
に
つ
い
て
記
述
す
る
の
は
必
然

で
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
の
場
合
は
「
池
月
」「
磨
墨
」
注
１

を
は
じ
め
と
し
て
、源
仲
綱
の「
木
の
下
」、平
宗
盛
の「
南
鐐
」、

熊
谷
次
郎
直
実
の
「
ご
ん
だ
栗
毛
」、
子
の
直
家
の
「
西
楼
」、

平
重
衡
の
「
童
子
鹿
毛
」、「
夜
目
な
し
月
毛
」、平
知
盛
の
「
井

上
黒
（
川
越
黒
）」、源
義
経
の
「
大
夫
黒
」、木
曽
義
仲
の
「
き

こ
ゆ
る
木
曽
の
鬼
葦
毛
」
等
多
く
の
馬
が
名
前
付
き
で
登
場

す
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
足
利
又
太
郎
忠
綱
の
馬
や
、
那
須

与
一
の
馬
な
ど
、
名
前
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
場
面
設
定

に
は
重
要
な
要
素
を
演
じ
て
い
る
、
実
に
存
在
感
の
あ
る
馬

が
登
場
す
る
。
た
だ
与
一
の
馬
等
は
、
馬
の
機
能
性
そ
の
も

の
の
活
躍
の
場
面
が
少
な
い
こ
と
が
伝
説
の
拡
大
に
制
限
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

流
布
本
『
平
家
物
語
』
巻
九
、「
池
月
」・「
磨
墨
」
の
先
陣

争
い
は『
平
家
物
語
』の
中
で
も
出
色
の
場
面
で
あ
る
。
池
月
・

磨
墨
の
登
場
は
、
頼
朝
が
佐
々
木
高
綱
に
秘
蔵
の
名
馬
「
池

月
」
を
与
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
梶
原
景
季
も
同
じ
馬
を

所
望
す
る
が
、
頼
朝
か
ら
は
代
わ
り
に
「
池
月
」
に
劣
ら
ぬ

名
馬
と
し
て
「
磨
墨
」
を
与
え
ら
れ
る
。
梶
原
は
自
分
が
望

ん
で
も
い
た
だ
け
な
か
っ
た
「
池
月
」
を
佐
々
木
が
も
ら
っ

た
こ
と
に
腹
を
立
て
、
佐
々
木
と
同
士
討
ち
し
よ
う
と
す
る
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が
、
佐
々
木
の
機
転
で
そ
の
場
が
収
ま
り
、
続
け
て
二
人
は

先
陣
を
意
識
す
る
渡
河
戦
の
場
面
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
も
中
高
の
教
科
書
・
授
業
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ

ら
れ
る
名
場
面
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
功
名
争
い
が

寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い
で
、「
池
月
」

に
乗
る
佐
々
木
高
綱
と
「
磨
墨
」
に
乗
る
梶
原
景
季
の
巧
妙

な
駆
け
引
き
の
逸
話
が
『
平
家
物
語
』
で
語
ら
れ
る
こ
と
で

全
国
的
に
知
れ
渡
っ
た
。
戦
の
場
面
で
は
あ
る
が
血
な
ま
ぐ

さ
い
殺
し
合
い
の
場
面
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
、
扇
の
的
を
射

る
那
須
の
与
一
の
場
面
と
似
て
、
人
気
の
あ
る
要
素
の
一
つ

か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

池
月
・
磨
墨
の
全
国
の
伝
承

　

池
月
・
磨
墨
の
伝
説
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
平
家
物

語
大
辞
典
』
注
２
や
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
改
め
て
掲
載
し
て
み

る
。

　

北
海
道　

な
し

　

青
森
県　

上
北
郡
六
ヶ
所
村
ま
た
は
七
の
戸
町
は
池
月
の

　
　
　
　
　

産
地
。
三
戸
町
は
磨
墨
の
産
地
。

　

岩
手
県　

な
し

　

宮
城
県　

南
三
陸
町
は
池
月
の
産
地
。
葬
っ
た
塚
あ
り
。

　
　
　
　
　

大
崎
市
は
池
月
の
産
地
。
栗
原
市
は
磨
墨
の
産

　
　
　
　
　

地
等
。

　

秋
田
県　

な
し

　

山
形
県　

鶴
岡
市
は
池
月
の
産
地
。南
陽
市
は
磨
墨
の
産
地
。

　

福
島
県　

会
津
坂
下
町
は
池
月
の
産
地
。

　

茨
城
県　

五
霞
町
は
池
月
の
没
し
た
地
。
磨
墨
の
池
も
あ

　
　
　
　
　

っ
た
。

　

栃
木
県　

鹿
沼
市
は
磨
墨
の
産
地
。
佐
野
市
は
池
月
・
磨

　
　
　
　
　

墨
を
捕
ら
え
た
地
。

　

群
馬
県　

桐
生
市
は
池
月
の
産
地
。
前
橋
市
は
磨
墨
の
墓

　
　
　
　
　

あ
り
。

　

埼
玉
県　

な
し

　

千
葉
県　

香
取
市
・
い
す
み
市
・
南
房
総
市
は
磨
墨
の
産
地
。

　
　
　
　
　

柏
市
・
松
戸
市
は
池
月
の
産
地
等
。

　

東
京
都　

大
田
区
は
池
月
・
磨
墨
の
産
地
。
磨
墨
塚
あ
り
。

　
　
　
　
　

青
梅
市
は
池
月
の
産
地
等
。

　

神
奈
川
県　

横
浜
市
港
北
区
で
池
月
は
余
生
を
送
っ
た
。
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同
市
青
葉
区
は
磨
墨
の
産
地
。
畠
山
重
忠
の

　
　
　
　
　
　

愛
馬
三
日
月
も
こ
こ
の
産
。
愛
甲
郡
・
南
足

　
　
　
　
　
　

柄
市
は
磨
墨
の
産
地
。
相
模
原
市
は
池
月
の

　
　
　
　
　
　

産
地
等
。

　

山
梨
県　

上
野
原
市
の
龍
泉
寺
で
池
月
は
飼
わ
れ
て
い
た
。

　

長
野
県　

松
本
市
の
桐
原
牧
は
磨
墨
の
産
地
。

　

新
潟
県　

な
し

　

静
岡
県　

函
南
町
は
池
月
の
産
地
。
富
士
市
は
磨
墨
と
池

　
　
　
　
　

月
が
馬
比
べ
を
し
た
所
。
静
岡
市
葵
区
は
磨
墨

　
　
　
　
　

が
飼
わ
れ
て
い
た
所
。

　

愛
知
県　

犬
山
市
は
梶
原
一
族
が
磨
墨
と
と
も
に
落
ち
延

　
　
　
　
　

び
た
所
。
磨
墨
塚
が
あ
る
。

　

三
重
県　

鈴
鹿
市
は
池
月
の
産
地
。

　

岐
阜
県　

高
山
市
は
池
月
の
産
地
。
郡
上
市
は
磨
墨
の
産
地
等
。

　

富
山
県　

な
し

　

石
川
県　

中
能
登
町
は
池
月
の
産
地
。

　

福
井
県　

お
お
い
町
は
磨
墨
の
産
地
。

　

滋
賀
県　

長
浜
市
は
磨
墨
の
産
地
。

　

京
都
府　

宇
治
市
に
「
宇
治
川
先
陣
の
碑
」
が
あ
る
。

　

大
阪
府　

な
し

　

奈
良
県　

な
し

　

和
歌
山
県　

な
し

　

兵
庫
県　

淡
路
市
は
池
月
が
育
っ
た
所

　

岡
山
県　

な
し

　

広
島
県　

北
広
島
町
は
池
月
・
磨
墨
の
産
地
。

　

山
口
県　

下
関
市
は
池
月
・
磨
墨
の
産
地
。

　

鳥
取
県　

鳥
取
市
は
池
月
（
生
月
）
の
産
地
。

　

島
根
県　

雲
南
市
、
ま
た
隠
岐
の
島
町
は
池
月
の
産
地
等
。

　

徳
島
県　

美
馬
市
は
池
月
の
産
地
等
。
小
松
島
市
は
池
月

　
　
　
　
　

が
石
化
し
た
と
い
う
。

　

香
川
県　

な
し

　

愛
媛
県　

な
し

　

高
知
県　

な
し

　

福
岡
県　

北
九
州
市
ま
た
岡
垣
町
は
磨
墨
の
産
地
。
小
郡

　
　
　
　
　

市
は
池
月
が
佐
々
木
高
綱
と
住
ん
だ
所
等
。

　

佐
賀
県　

な
し

　

長
崎
県　

壱
岐
市
又
対
馬
市
は
磨
墨
の
産
地
。
対
馬
市
ま

　
　
　
　
　

た
平
戸
市
は
池
月
の
産
地
等
。

　

大
分
県　

大
分
市
は
池
月
の
産
地
。
豊
後
大
野
市
は
磨
墨

　
　
　
　

の
育
っ
た
所
等
。
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熊
本
県　

な
し

　

宮
﨑
県　

都
農
町
は
池
月
の
産
地
。

　

鹿
児
島
県　

霧
島
市
は
佐
々
木
高
綱
の
居
城
の
近
く
に
池

　
　
　
　
　
　

月
の
墓
あ
り
。
指
宿
市
は
池
月
の
産
地
等
。

　

沖
縄
県　

な
し

　

池
月
・
磨
墨
の
産
地
分
布
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
の
は
、
他

の
平
家
伝
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
西
日
本
に
も
産

地
伝
説
が
多
い
。
佐
々
木
高
綱
の
関
係
地
に
池
月
の
伝
説
が

あ
り
、
梶
原
景
時
・
景
季
の
関
係
地
に
磨
墨
伝
説
が
多
い
の

も
理
解
で
き
る
が
、
意
外
と
池
月
・
磨
墨
の
ペ
ア
で
伝
説
（
特

に
産
地
）
が
あ
る
こ
と
に
興
味
が
惹
か
れ
る
。
同
じ
名
前
の

馬
を
仕
立
て
る
も
よ
し
、
三
代
目
、
四
代
目
の
池
月
・
磨
墨

が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
伝
説
の
世
界
で
は
、
山
地
の

池
と
関
わ
ら
せ
る
た
め
に
、「
生
食
」
で
は
な
く
「
池
月
」
を

用
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
「
池
月
」

の
産
地
を
陸
奥
国
の
七
戸
立
の
馬
と
し
て
、
そ
の
産
地
が
記

述
さ
れ
て
い
る
が
、
産
地
の
伝
説
地
に
『
源
平
盛
衰
記
』
の

束
縛
は
な
い
。
自
由
に
（
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
）
産
地
伝

説
が
ほ
ぼ
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　

弓
馬
の
道
を
重
ん
じ
る
武
士
へ
の
名
馬
の
供
給
地
（
牧
場

等
）
か
ら
す
れ
ば
、
名
馬
を
算
出
し
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ

っ
た
。
義
経
や
木
曽
義
仲
の
よ
う
な
国
民
的
英
雄
叙
事
詩
の

物
語
・
伝
説
と
は
異
な
る
要
素
が
あ
る
が
。
数
あ
る
平
家
物

語
の
伝
承
ル
ー
ト
の
一
つ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ご
く
身
近
に
『
平
家
物
語
』
の
関
係
地
が
あ
る
こ
と
は
、

教
材
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
も
な
り
う
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

単
な
る
宇
治
川
で
の
先
陣
争
い
に
馬
が
参
加
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
産
地
や
塚
が
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
り
す

れ
ば
教
材
が
過
去
の
も
の
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

池
月
・
磨
墨
伝
説
を
身
近
な
も
の
（
地
元
と
関
係
あ
る
も
の
）

と
し
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
欲
求
も
伝
説
の
広
が
り
の
要
因

の
可
能
性
も
あ
る
。

　

前
号
注
３
で
も
馬
と
の
連
携
を
指
摘
し
た
が
、
馬
は
戦
場
と

い
う
ハ
レ
の
場
に
お
け
る
高
級
車
の
よ
う
な
も
の
で
も
あ
り
、

頑
強
な
戦
車
で
も
あ
る
。
死
に
装
束
の
一
部
と
も
い
え
る
。

装
束
描
写
で
も
、
鞍
の
説
明
と
と
も
に
馬
の
毛
並
・
体
格
が

描
か
れ
、
そ
の
馬
の
由
緒
も
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
軍
記
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物
語
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
教
育
現
場
で

は
小
動
物
は
飼
育
で
き
て
も
、
馬
級
の
大
型
動
物
と
は
接
す

る
機
会
が
（
教
員
も
含
め
て
）
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
に
人
馬
一
体
の
活
躍
を
描
く
貴
重
な
文
学
作
品
と
い
え
る
。

　
　
　

二
つ
の
宇
治
川
の
渡
河
戦

　
『
平
家
物
語
』
で
は
、「
宇
治
川
」
の
渡
河
戦
は
二
つ
あ
り
、

授
業
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
是
非
こ
の
二
つ
を
比
べ
て
読
ん
で

ほ
し
い
。

　

最
初
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
以
仁
王
の
挙
兵
事

件
の
時
、
宇
治
橋
で
激
し
く
干
戈
を
交
え
て
い
る
最
中
、
平

家
方
の
足
利
又
太
郎
忠
綱
が
梅
雨
時
の
増
水
で
の
中
を
、
故

郷
の
坂
東
の
故
事
を
挙
げ
て
馬
筏
を
組
ん
で
集
団
渡
河
を
行

い
、
敵
（
以
仁
王
・
源
三
位
頼
政
）
を
攻
め
た
て
勝
利
に
貢

献
す
る
（
巻
四
）。
無
事
に
指
揮
下
の
三
百
余
騎
を
一
騎
も
流

さ
れ
る
こ
と
な
く
「
馬
筏
」
作
戦
で
成
功
す
る
。「
馬
筏
」
に

つ
い
て
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
一
「
陸
奥
国
の
安
倍
頼
時
、

胡
国
に
行
き
て
空
し
く
返
り
し
語
」
に
も
安
倍
頼
時
が
胡
国

の
踏
査
を
し
た
時
に
胡
人
の
騎
馬
軍
団
が
馬
筏
を
作
っ
て
大

河
を
渡
る
さ
ま
を
目
撃
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
騎
馬

民
族
の
得
意
と
す
る
馬
術
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
し
、

こ
の
技
術
が
我
が
国
の
東
国
へ
と
伝
播
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
技
を
若
干
十
七
歳
の
足
利
忠
綱
が
教
え
と
し
て
受

け
継
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
真
似
を
し
て
続
け
て

宇
治
川
を
渡
河
し
よ
う
と
し
た
、
伊
賀
・
伊
勢
の
騎
馬
は
途

中
で
崩
壊
し
て
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
人
馬
一
体
を
得
意
と
す

る
東
国
武
者
な
ら
で
は
の
技
術
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と

い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
単
騎
で
の
渡
河
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
も
、こ
の
時
の
足
利
忠
綱
は「
生
年
十
七
歳
」で
あ
る
。

登
場
し
た
時
と
、
渡
河
戦
に
成
功
し
た
時
の
名
乗
り
の
あ
わ

せ
て
二
回
も
名
と
と
も
に
年
齢
が
強
調
さ
れ
る
。
十
七
歳
と

い
う
教
室
で
学
ぶ
生
徒
と
同
じ
世
代
の
子
が
、
歴
史
を
動
か

し
て
ゆ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
く
。
宇
治

川
の
先
陣
争
い
の
前
段
の
興
味
付
け
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
と
も

教
室
で
も
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
な
お
、
こ
の
場
面
の
説
明
は

梶
原
正
昭
氏
の
著
書
が
詳
し
い
。
注
４

　

二
回
目
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
、
寿
永
三
年

（
一
一
八
四
）
一
月
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い
の
場
面
で
あ
る
が
、

正
月
の
雪
解
け
水
に
よ
る
増
水
で
宇
治
川
の
渡
河
が
困
難
と

い
う
中
で
、
馬
筏
を
組
む
こ
と
な
く
、
池
月
を
操
る
佐
々
木
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高
綱
と
、
磨
墨
に
乗
る
梶
原
景
季
が
そ
れ
ぞ
れ
単
騎
で
強
硬

に
渡
河
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
様
は
、
足
利
忠

綱
の
渡
河
戦
と
は
違
い
、
馬
の
力
量
が
試
さ
れ
る
「
個
人
戦
」

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
池
月
」
は
一
直
線
に
渡
河
し
た
が
、

「
磨
墨
」
の
方
は
少
し
下
流
に
着
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で

器
量
は
「
池
月
」
の
方
が
一
つ
上
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
名

馬
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
二
頭
と
も
、
馬
筏
を
必
要

と
し
な
い
力
量
の
あ
る
馬
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
後
の
全
国
的
な
伝
説
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

以
上
、
二
つ
の
宇
治
川
を
挟
ん
で
馬
で
渡
河
す
る
場
面
は
、

両
者
並
べ
る
こ
と
で
馬
の
駆
け
引
き
が
生
き
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

馬
と
文
学
の
か
か
わ
り
は
軍
記
物
語
、
又
説
話
集
等
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
近
代
文
学
・
近
代
史
に
お
い
て
も
、

馬
と
の
か
か
わ
り
は
軍
馬
以
上
の
つ
な
が
り
が
あ
る
注
５
。

　

ま
た
、文
学
的
に
は
馬
と
い
え
ば「
池
月（
生
食
）」「
磨
墨（
擦

墨
）」
の
名
が
す
ぐ
に
挙
が
る
。「
馬
の
文
化
叢
書
」
の
編
纂

に
携
わ
っ
た
小
説
家
の
古
井
由
吉
も
注
６
「
初
め
に
こ
の
「
馬

の
文
化
叢
書
」
の
文
学
篇
の
編
纂
を
依
頼
さ
れ
た
時
、
私
は

日
本
文
学
に
お
け
る
馬
と
解
し
て
、
け
っ
し
て
た
や
す
い
仕

事
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
さ
ほ
ど
難
事
と
も
考
え
な
か
っ

た
。
ま
ず
「
平
家
物
語
」
の
生い
け
づ
き食
・
摺す
る

墨す
み

、
さ
ら
に
宇
治
川

先
陣
の
場
面
が
浮
か
び
、
そ
れ
が
ま
た
さ
ま
ざ
ま
軍
記
の
，

精
彩
あ
る
馬
の
描
写
を
か
ず
か
ず
み
ち
び
き
だ
し
て
く
る
よ

う
だ
っ
た
。

　

―
逢
坂
の
関
の
清
水
に
影
み
え
て

　
　

い
ま
や
引
く
ら
ん
望
月
の
駒　
　
　
　
　

貫
之

以
下
略
」

　

結
局
氏
は
明
治
以
降
の
文
学
を
担
当
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

馬
と
い
え
ば
『
平
家
物
語
』
の
先
陣
争
い
が
直
結
す
る
く
ら

い
現
在
で
も
そ
の
存
在
感
が
大
き
い
。
世
代
を
問
わ
ず
両
馬

が
知
ら
れ
て
い
る
の
も
、一
つ
に
は
教
科
書
で
の
『
平
家
物
語
』

の
扱
い
が
大
き
い
た
め
で
も
あ
る
。
地
域
・
世
代
を
問
わ
ず
、

『
平
家
物
語
』
が
我
が
国
の
伝
統
文
化
・
伝
説
を
支
え
て
い
る

重
要
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
全
国
に
あ
る
平
家
伝

説
の
一
つ
と
し
て
の
動
物
伝
説
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
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後
し
ば
ら
く
の
間
は
農
耕
馬
や
牛
な
ど
の
家
畜
が
道
を
ゆ
る

ゆ
る
と
歩
い
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
、
馬
自
体

を
直
接
見
る
こ
と
は
、
競
馬
場
・
動
物
園
に
行
く
か
、
流
鏑

馬
神
事
な
ど
の
特
別
な
神
事
・
仏
事
に
出
向
か
な
い
限
り
、

日
常
生
活
で
は
接
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
動
物
と
の
接

点
が
昔
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
昨
今
に
お
い
て
、
せ
め
て
文

学
上
で
間
接
的
に
で
も
馬
に
接
す
る
の
も
情
操
教
育
の
一
つ

か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。

注
１　

池
月
は
「
生

」「
生
食
」「
生
月
」「
活
食
」「
生
ず
き
」

等
表
記
さ
れ
て
い
る
が
伝
承
上
で
最
も
多
用
さ
れ
て

い
る
「
池
月
」
に
統
一
す
る
。
磨
墨
も
「
摺
る
墨
」「
ウ

ス
ズ
ミ
」
等
表
記
さ
れ
て
い
る
が
「
磨
墨
」
で
便
宜

上
統
一
す
る
。
同
音
・
同
名
で
も
馬
が
異
な
る
場
合

が
多
々
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
池
月
」「
磨

墨
」
に
あ
や
か
っ
て
、
同
じ
名
を
意
識
的
に
付
け
た

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
全
く
の
架
空
か
も
し
れ
な
い

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
平
家
物
語
』
の
影
響
の
大

き
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

２　
『
平
家
物
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
、
平
成
十
二
年
）

巻
末
付
録
伝
説
の
項
「
池
月
と
磨
墨
」（
二
本
松
康
宏

氏
執
筆
）
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

３　

拙
文
『
平
家
物
語
』
国
語
教
育
の
一
側
面
（
３
）
―

木
曽
最
期
伝
説
の
広
が
り
と
魅
力
―
（『
尚
絅
語
文
』

六
号
平
成
二
十
九
年
三
月
）

４　

梶
原
正
昭
『
頼
政
挙
兵
―
平
家
物
語
鑑
賞
―
』（
武
蔵

野
書
院　

平
成
十
年
）

５　

た
と
え
ば　
「
文
学
―
馬
と
近
代
文
学
」（
馬
の
文
化

叢
書　

第
九
巻　

平
成
六
年　

馬
事
文
化
財
団
発
行
）

で
は
、
古
典
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
の
濃
い
馬
は
最
近
ま

で
文
学
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
る
。

６　

注
５
の
解
題
、
５
２
４
ｐ
に
よ
る
。


